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追悼　矢野建一先生
　本学学長であった矢野建一先生は、2016 年 4 月 25 日に急逝されました。矢野先生は、本セン
ターの前身である「東アジア世界史研究センター」の設立、並びにこのセンターが提案していた
プロジェクトが文部科学省の私立大学学術研究高度化推進事業（ORC）として採択された 2007
～2011年度までの5年間の研究「古代東アジア世界史と留学生」に大きな役割を果たされました。
このプロジェクトが立ち上がった直接的な契機は、2004 年の「井真成墓誌」の発見にあったの
ですが、この発見は矢野先生によってもたらされたもので、先生が中国の西北大学での調査中の
出来事でした。以来、先生は東アジア世界の人的交流の研究にも力を発揮され、先の「東アジア
世界史研究センター」の設立となりました。
　このプロジェクトによって、東アジア世界を含めた東ユーラシアといった地域概念を導入して
の歴史叙述の可能性の追究という新たな課題も見出されました。先生は前プロジェクトが終了す
るとすぐに、2012 年 4 月に社会知性開発研究センター内に、前プロジェクトの研究員とともに
古代東ユーラシア研究センターを立ち上げました。もちろん代表は矢野先生です。先生は、2013
年9月に学長に就任してセンター代表の座を退くまで、このセンターでの研究を企画・立案され、
新たな文部科学省の支援事業となった「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に「古代東ユー
ラシア世界の人流と倭国・日本」と題するプロジェクトを申請し続けることになります。私たち
はこの先生の仕事を引き継いで活動していたところ、その研究の継続が認められて、2014 年に
このプロジェクトが同上支援事業に採択されるという経過をたどることとなりました。したがっ
て矢野先生は本センター、プロジェクトの生みの親と言うことができます。
　先生は学長に就任してからも、ずっとこのセンターの研究を見守り続けてくれました。それが
3年目に入るというときに、5年の研究期間の半ばにも満たないところで突然逝去されてしまい
ました。私たち研究センター関係者は、先生という大きな柱を失ってしまいました。文部科学省
への申請に込めた先生の追究したかったことがもっていたであろう深い意味も確認できなくなっ
てしまいました。しかし、私たちセンターは 3年間の研究実績を重ねて参りました。きっと矢野
先生にも満足してもらえる成果を積み上げているとの自負も抱いております。先生の待ち望んだ
西安・西市博物館蔵の唐代墓誌を巡るシンポジウムも本年度に開催できました。先生にこのシン
ポジウムに参加していただきたかったというのが正直な気持ちです。
　いまはご冥福を祈るだけとなってしまいましたが、先生に充実した研究を推進していることを
報告できるよう、精進したいとセンター関係者一同は誓いを新たにしたところです。
　ここに『年報』の紙面をお借りして、矢野建一先生の訃報をお知らせし、皆様には今後も本研
究センターへのご支援をお願いいたしたく、一文を草させていただきました。ありがとうござい
ます。矢野建一先生、安らかにお眠りください。
　　　（飯尾秀幸）
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